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常
議
員
会
を
開
催

　

去
る
９
月
29
日（
水
）、亀
山
商
工
会
館

に
て
常
議
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
常
議
員
会
は
、三
重
県
緊
急
事

態
措
置
の
期
間
中
で
あ
る
と
と
も
に
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
よ
り
、原
則
書
面
決
議
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号「
創
立
70
周
年
記
念
式
典

並
び
に
記
念
事
業
に
つ
い
て
」、議
案
第
２

号「
亀
山
市
へ
の
意
見
要
望
に
つ
い
て
」、

議
案
第
３
号「
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い

て
」、全
３
議
案
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
運
営
委
員
会
を
開
催

　

去
る
９
月
１
日（
水
）、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

よ
り
、書
面
協
議
に
て
企
画
運
営
委
員
会

（
委
員
長 

豊
田 

和
人 

氏
）を
開
催
し
ま
し

た
。

　

議
案
第
１
号「
活
動
計
画
の
点
検
・
見
直

し
に
つ
い
て
」、議
案
第
２
号「
各
号
議
員

の
定
数
変
更
に
つ
い
て
」、議
案
第
３
号

「
委
員
会
の
再
編
成
に
つ
い
て
」な
ど
、全

５
議
案
に
対
し
、委
員
よ
り
今
後
の
組
織

体
制
や
財
政
強
化
な
ど
に
つ
い
て
貴
重
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

創
立
70
周
年
記
念
事
業
特
別
委
員
会
を
開
催

　

去
る
９
月
９
日（
木
）、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
よ

り
、書
面
決
議
に
て
第
2
回
創
立
70
周
年
事

業
特
別
委
員
会（
委
員
長 

川
森 

浩
司 

氏
）

を
開
催
し
ま
し
た
。又
、10
月
19
日（
火
）、亀

山
市
文
化
会
館
に
て
第
3
回
特
別
委
員
会

を
開
催
し
、令
和
３
年
11
月
20
日（
土
）の
記

念
式
典
開
催
に
向
け
、進
捗
状
況
の
報
告
や

確
認
を
行
い
ま
し
た
。併
せ
て
、関
連
す
る

記
念
事
業
の
現
状
と
今
後
の
開
催
状
況
に

つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
促
進

三
重
県
期
成
同
盟
会 

臨
時
総
会

　

去
る
10
月
７
日（
木
）、ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
津
に
て
、市
町
長
、市
町
議
会
議
長
、

県
議
会
議
員
、経
済
団
体
等
約
１
０
０
名
が

参
加
し
、令
和
３
年
度
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

建
設
促
進
三
重
県
期
成
同
盟
会
の
臨
時
総
会

が
開
催
さ
れ
、三
重
県
商
工
会
議
所
連
合
会

（
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
促
進
三
重
県
経

済
団
体
）を
代
表
し
て
、岩
佐
憲
治
会
頭（
三

重
県
商
工
会
議
所
連
合
会 

副
会
長
）が
出
席
、

来
賓
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

席
上
、挨
拶
に
立
っ
た
岩
佐
会
頭
は「
県
内

の
経
済
団
体
は
も
と
よ
り
、三
重
及
び
奈
良
、

さ
ら
に
は
、東
京
・
大
阪
間
の
リ
ニ
ア
沿
線
の

経
済
団
体
な
ど
、多
く
の
皆
様
と
連
携
し
全

線
開
業
に
向
け
た
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

特
に
名
古
屋
・
大
阪
間
の
整
備
に
つ
い
て
、三

重
・
奈
良
ル
ー
ト
で
の
早
期
開
業
を
め
ざ
し
、

亀
山
市
を
停
車
駅
と
し
た
県
内
ル
ー
ト
の
確

定
、リ
ニ
ア
の
効
果
を
県
内
全
域
に
波
及
す

る
た
め
の
三
重
県
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
、

ビ
ジ
ョ
ン
に
即
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

促
進
な
ど
に
つ
い
て
提
案
・
要
望
を
行
っ
て

き
た
。今
回
、本
期
成
同
盟
会
に
お
い
て
、中

間
駅
候
補
地
と
し
て
亀
山
市
が
正
式
に
提
案

さ
れ
ま
す
こ
と
は
、長
年
リ
ニ
ア
誘
致
に
関

わ
っ
て
き
た
地
元
会
議
所
の
会
頭
と
し
て
も
、

『
夢
の
実
現
に
向
け
て
、新
た
な
一
歩
が
踏
み

だ
さ
れ
た
』と
い
う
思
い
で
あ
り
、非
常
に

感
慨
深
く
、今
後
も
事
業
推
進
に
全
面
的
に

協
力
す
る
と
と
も
に
、リ
ニ
ア
を
契
機
と
し

た
地
方
創
生
に
向
け
、中
長
期
的
な
展
望
に

立
っ
た
検
討
と
、将
来
の
三
重
県
経
済
の
活

性
化
に
皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
く
」と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、１
月
の
本
期
成
同
盟
会
に

て
、三
重
県
内
駅
候
補
を
亀
山
市
と
す
る
決

議
を
受
け
、亀
山
市
よ
り
３
つ
の
エ
リ
ア
で

構
成
さ
れ
る
亀
山
東
・
南
部
地
域
の
提
案
が

あ
っ
た
。ま
た
、三
重
県
か
ら
は
、候
補
地
案

に
係
る
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、

２
０
２
２
年
夏
頃
に
駅
候
補
地
域
を
決
議

し
、Ｊ
Ｒ
東
海
へ
の
要
望
を
経
て
、最
短
で

２
０
３
７
年
の
開
業

予
定
と
な
る
と
説
明

が
あ
っ
た
。最
後
に

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
早
期
全
線
整
備
に

む
け
た
決
議
案
を
全

会
一
致
で
採
択
し
、

終
了
し
ま
し
た
。
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９
月
例
会
を
開
催

　

去
る
９
月
22
日（
水
）19
時
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
ツ
ー
ル
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
に
て
、企
画
創
造
委
員
会
担

当
の
９
月
例
会
を
開
催
し
、30
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
で
は
講
師
に
映
像
・
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ 

イ
エ
ン
ス

の
塔 

代
表 

佐
藤 

創 

様
を
お
招
き
し
て
、

「youtube

に
動
画
を
ア
ッ
プ
す
る
に
は
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
動
画
の
編
集
方
法
やyoutube

を
活
用
す
る
上
で
の
注
意
点
な
ど
に
つ

い
て
講
演
い
た
だ
い
た
後
、企
画
創
造

委
員
会
が
会
員
拡
大
を
テ
ー
マ
に
作
成

し
た
亀
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
紹
介
動
画
を
鑑
賞

し
、グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
意
見
に

基
づ
き
動
画
を
編
集
し
、亀
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

youtube

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、

新
入
会
員
の
獲
得
に
繋

が
る
き
っ
か
け
と
し
て

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

各
会
員
が
動
画
を
作

成
し
、youtube

に
上
げ

ら
れ
る
知
識
を
身
に
付

け
る
こ
と
で
亀
山
Ｙ
Ｅ

Ｇ
の
Ｐ
Ｒ
や
自
企
業
の

Ｐ
Ｒ
活
動
に
役
立
つ
有

意
義
な
例
会
と
な
り
ま

し
た
。

令
和
３
年
度
第
２
回
役
員
会
を
開
催

　

去
る
10
月
22
日（
金
）に
令
和
３
年
度
第

２
回
役
員
会
を
開
催
し
、当
日
は
12
名
の

ご
出
席
を
い
た
だ
き
、今
年
度
の
事
業
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。協
議
の
結

果
、万
が
一
の
災
害
に
備
え
る
た
め
の
防

災
セ
ミ
ナ
ー
並
び
に
当
所
女
性
部
会
員
の

（
同
）ア
ト
リ
エ
Ｋ
ａ
ｋ
ｏ 

竹
島 

愛
佳 

氏

を
講
師
と
し
た
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
体
験
の
２

つ
の
事
業
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
た
う
え
で
両

事
業
を
開
催
し
ま
す
の
で
、ご
興
味
が
あ

る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
53
回
全
女
連
オ
ン
ラ
イ
ン
総
会

配
信
視
聴
会
を
開
催

　

右
記
の
役
員
会
を
開
催
後
、引
き
続
き

第
53
回
全
女
連
オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
の
視
聴

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
５
波
を
受

け
、福
島
全
国
大
会
を
来
年
開
催
と
し
た

う
え
で
、形
式
を
オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
に
変

更
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
視
聴
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加

者
も
含
め
て
当
会
で
10
名
が
参
加
し
、総

会
で
は
記
念
式
典
や
講
演
の
配
信
並
び

に
他
会
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連

合
会
表
彰
授
賞
式
で
は
当
会
の
小
菅
ま

み
直
前
会
長
が
特
別
功
労
者
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

  
青
年
部
通
信
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「
三
重
県
最
低
賃
金
」が
10
月
１
日
か
ら

１
時
間
あ
た
り
９
０
２
円
と
な
り
ま
し
た
。

「
三
重
県
最
低
賃
金
」は
、三
重
県
内
で
働

く
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
労
働
者
等
の
名

称
及
び
年
齢
を
問
わ
ず
全
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、ガ
ラ
ス
製
品
製

造
業
等
の
特
定
の
産
業（
７
業
種
）に
該
当

す
る
事
業
場
で
働
く
労
働
者
に
は
、特
定

（
産
業
別
）最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
が
適
用
さ
れ
ま
す
。ま
た
、派
遣
労

働
者
に
つ
い
て
は
、派
遣
先
の
地
域
別
最

低
賃
金
又
は
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
は
時
間
額
で
決
め
ら
れ
て
お

り
、月
額
の
場
合
は
時
間
額
に
換
算
し
、

時
間
額
９
０
２
円
以
上
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

※�

最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
は
、通
常

の
労
働
時
間
、労
働
日
に
対
応
す
る
賃
金

に
限
ら
れ
ま
す
。具
体
的
に
は
、実
際
に
支

払
う
賃
金
か
ら
次
の
賃
金
を
除
外
し
た
も

の
が
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
精
皆
勤
手
当
、通
勤
手
当
、家
族
手
当

②
時
間
外
、休
日
及
び
深
夜
割
増
賃
金

③
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

④�

１
ヶ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ

れ
る
賃
金

【
お
問
合
せ
先
】

　

三
重
労
働
局 

労
働
基
準
部 

賃
金
室

　
　

℡
０
５
９-

２
２
６-

２
１
０
８

【
お
問
合
せ
先
・
申
請
窓
口
】

　

三
重
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
９-

２
２
６-

２
２
１
０

【
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
】

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設
サ
イ
ト

【
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
】

　

０
１
２
０-

２
０
５-

５
５
３

談
所
コ
ー
ナ
ー

相

掲
載
の
支
援
施
策
は
令
和
３
年
10
月
18
日
時
点
の
情
報
で
す
。

最
新
の
情
報
は
必
ず
各
施
策
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

業
務
改
善
助
成
金
は
、中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
生
産
性
向
上
を
支
援
し
、事

業
場
内
で
最
も
低
い
賃
金（
事
業
場
内
最

低
賃
金
）の
引
上
げ
を
図
る
た
め
の
制
度

で
す
。生
産
性
向
上
の
た
め
の
設
備
投
資

な
ど
を
行
い
、事
業
場
内
最
低
賃
金
を
一

定
額
以
上
引
上
げ
た
場
合
、そ
の
設
備
投

資
な
ど
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
が
助
成

さ
れ
ま
す
。

①
対
象
事
業
場

・�

事
業
場
内
最
低
賃
金
と
地
域
別
最
低
賃

金
の
差
額
が
30
円
以
内

・
事
業
場
規
模
１
０
０
人
以
下

②
主
な
支
給
要
件

・
賃
金
引
上
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

・
引
上
げ
後
の
賃
金
額
を
支
払
う
こ
と

・�

生
産
性
向
上
に
資
す
る
機
器
・
設
備
な

ど
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
業
務
改
善

を
行
い
、そ
の
費
用
を
支
払
う
こ
と

・�

解
雇
、賃
金
引
下
げ
等
の
不
交
付
事
由

が
な
い
こ
と

③
助
成
額　

６
０
０
万
円（
上
限
）

　

※�

コ
ー
ス
及
び
賃
金
引
上
げ
の
労
働
者

数
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

④
助
成
率

・
事
業
場
内
最
低
賃
金
９
０
０
円
未
満
４
／
５

　
（
生
産
性
要
件
を
満
た
す
場
合
９
／
10
）

・
事
業
場
内
最
低
賃
金
９
０
０
円
以
上
３
／
４

　
（
生
産
性
要
件
を
満
た
す
場
合
４
／
５
）

⑤�

生
産
性
向
上
に
資
す
る
機
器
・
設
備
の
導
入
例

・�

Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
在

庫
管
理
の
短
縮

・�

リ
フ
ト
付
き
特
殊
車
両
の
導
入
に
よ
る

送
迎
時
間
の
短
縮

・�

顧
客
、在
庫
、帳
票
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
よ
る
業
務
の
効
率
化

・�

専
門
家
に
よ
る
業
務
フ
ロ
ー
見
直
し
に

よ
る
顧
客
回
転
率
の
向
上

⑥
申
請
締
切

　

令
和
４
年
１
月
31
日

　

�（
本
助
成
金
は
予
算
の
範
囲
内
で
交
付

さ
れ
る
た
め
、申
請
期
間
内
に
募
集
が

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※�

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
・
申
請
窓
口
】

　

三
重
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

          

℡
０
５
９-

２
２
６-

２
１
１
０

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

個
別
相
談
会
の
ご
案
内

　

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
、適
格
請
求
書

等
保
存
方
式（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）が
導
入

さ
れ
ま
す
。仕
入
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け

る
に
は
、原
則
と
し
て
、適
格
請
求
書（
イ
ン

ボ
イ
ス
）の
保
存
が
必
要
と
な
り
、取
引
相

手
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
イ
ン
ボ
イ
ス

を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。イ
ン
ボ

イ
ス
は
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者（
登
録
事

業
者
）の
み
が
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
、登

録
事
業
者
に
な
る
に
は
税
務
署
へ
の
届
出

が
必
要
で
、す
で
に
、本
年
10
月
１
日
か
ら

届
出
の
受
付
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
所
で
は
、届
出
の
受
付
開
始
に
合
わ
せ
、

税
の
専
門
家
で
あ
る
税
理
士
に
よ
る
個
別
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ

い
て
わ
か
ら
な
い
方
や
不
安
を
感
じ
て
い
る

方
は
、是
非
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
同
封
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

経
営
指
導（
専
門
相
談
）の
ご
案
内

　

亀
山
市
で
は
、経
営
課
題
の
解
決
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、地
域
産
業
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、市
内
の
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
等
に
対
し
、当
所
が
窓
口
と
な

り
、様
々
な
経
営
分
野
の
専
門
家
に
よ
る

個
別
で
の
経
営
指
導（
専
門
相
談
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。

①
実
施
条
件

　

�

亀
山
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
で
、経
営

者
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
方
が
対
象

②
内
容

　

専
門
家
に
よ
る
個
別
の
経
営
指
導

　
（
１
社
・
１
テ
ー
マ
に
つ
き
、延
べ
２
回
）

③
相
談
テ
ー
マ
例

　

�

販
路
開
拓
、（
第
二
）創
業
、事
業
承
継
、

税
務
会
計
、知
財
、経
営
法
務
、Ｉ
Ｔ
、労

務
、店
舗
・
工
場
診
断

④
申
込
受
付
期
限

　

�

令
和
４
年
２
月
28
日

　

�（
申
込
先
着
順
と
し
、予
算
額
に
達
し

次
第
、受
付
終
了
）

【
お
問
合
せ
・
申
込
先
】

　

亀
山
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　
　
　
　

℡
８
２-

１
３
３
１

三
重
県
最
低
賃
金
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

業
務
改
善
助
成
金
の
ご
案
内

　

～
最
低
賃
金
引
上
げ
支
援

（
中
小
企
業
向
け
）～
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いつもあなたのとなりに…

地元の事業者の強い味方
地域活性化連携ローン
「商工会議所・商工会」連携ローン

ホームページ　http://www.kitaiseueno-shinkin.jp/

※詳しくはお近くの営業店までお気軽にお問合せください。

亀山支店　℡０５９５-８２-２６１１

「絆」
き　ず　な

最高
５００万円 担保不要 第三者

保証人不要
最高

５００万円 担保不要 第三者
保証人不要

会報誌への折込チラシ・広告掲載事業所を募集します !  ～会員事業所限定サービス～

○折込チラシ同封サービス

1回 A4判1枚 11,000円（税込)

配  布  先　当所会員事業所・関係団体 約1,000件
申込期限　発行前月の15日まで
納品期限　発行前月の20日まで

お問合せ先　広報担当 : 加藤・大久保
               　　　TEL : 0595 － 82 － 1331

　亀山商工会議所の会報誌｢かめやまWay｣(奇数月1日
発行)に、あなたの事業所の商品やサービス等の掲載チラ
シを同封し、当所会員事業所及び関係団体約1,000件に
お届けするサービスです。

○広告掲載サービス
　亀山商工会議所の会報誌｢かめやまWay｣(奇数月1日
発行)に、あなたの事業所の広告を掲載します。

掲載料　縦6㎝×横9㎝（広報1/8ページ）

5,500円[1回]（税込）    27,500円[6回]（税込）

※1/4ページ枠もあります

新 入 会 員 紹 介
事業所名 所在地 営業内容
　（交通運輸部会）
㈱four leaf.c 小野町 運送業
　（建設部会）
㈱カシマ工業 南鹿島町 建築板金、瓦請負
㈱侑愛 能褒野町 鳶、土工
　（観光サービス部会）
photo kawato 辺法寺町 写真撮影

㈱鳴川自動車 和田町 自動車販売、板金塗装、
車検、ガソリンスタンド

　（庶業部会）
BLOOM ART（auRinko）山下町 フラワー教室運営、雑貨販売

スケジュールスケジュールスケジュール
１１
月

１２
月

10日（水）
17日（水）
20日（土）
21日（日）
22日（月）

8日（水）
15日（水）
28日（火）

青年部役員会
女性部グラスアート体験事業
創立70周年記念式典
第159回簿記検定
青年部11月例会

青年部役員会
記帳継続指導
御用納め

 
 １１月は労労働働保保険険未未手手続続事事業業一一掃掃強強化化期期間間 

 労労働働保保険険（「労労災災保保険険」と「雇雇用用保保険険」の総称）は政府が管理し、運営する強制保険です。 

農林水産業の一部を除き、労働者を一人でも雇用している場合、事業主又は労働者の意思の有無にかかわらず加入

が法律で義務づけられています。 

労労災災保保険険（労働者災害補償保険）は、業務上の事由、二以上の事業の業務を要因とする事由又は通勤が原因で負傷、

病気や死亡された場合に必要な給付を行います。  

雇雇用用保保険険は、失業や雇用継続が困難な場合、労働者の生活や雇用の安定を図り、再就職を促進するため必要な給付

を行います。  

労労働働保保険険のの加加入入手手続続ききをを怠怠っってていいるるとと  

事業主が「故意」又は「重大な過失」により労災保険の加入手続を行わない期間中に生じた事故について労災給付

を行った場合は、遡って保険料等を徴収する他、保険給付額の 40％又は 100％を事業主から徴収します。 

問問合合せせ  三三重重労労働働局局労労働働保保険険徴徴収収室室((℡℡005599--222266--22110000))、、最最寄寄りりのの労労働働基基準準監監督督署署･･公公共共職職業業安安定定所所  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜広報例 3＞ 
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